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10 月！10 月と言えばハロウィーン！遊んだりすることは良いことです

が、今年はいつもと違うハロウィーンになりそうですね。だからこそ、 

安全で楽しいハロウィーンを過ごしてね！ポーポキはなになろうかな？ 

 

 

              

Coming up! 
「ポーポキと一緒に考える平和と健康」 

オンライン・ワークショップ 10月 24日 14:00～ 

詳しくは 14-15ページをご参照ください！ 
お待ちしていま～す！ 

 
 

     ポーポキのマスクギャラリー動画！ 
ぜひ見てくださいね！

https://www.youtube.com/watch?v=BjT1ZjVUsm8&t=3s 
 
 

「一言の平和」コーナー」 
ポーポキのお友だちのささにゃんは、 

次の「一言の平和」を送ってくれました。 

「どこまでも青い空が続く晴れの日に、浜辺にたたずみ、穏やかな波の音を聞きながら、散歩

をしたり、泳いだり思い思いの時間を楽しんでいる人々を見ている時に平和を感じます。」 

あなたは今日、どんな「平和」に出会いましたか？ぜひお聞かせください。     

ポーポキのメール ronniandpopoki (at) gmail.com！ 

 

 

http://popoki.cruisejapan.com/
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グッドバイ、ライオンキャット！ 

 
私はストーリーが好き。自分のためにも人のためにも描く。今年の 8 月に神戸市王子プールで夏空を見な

がら背泳ぎをしていたとき、父親のために描いてみたいストーリーが突然に思い浮かんだ。すぐにとりかか

った。アメリカにいるいとこの力を借りて、小さな本に印刷して、父親に届けてもらった。そして、日本で

さとにゃんと一緒に読み聞かせの動画を作った。 

『ライオンキャットのお話』を手にしたときの父親を iPad の画面でみた。信じられないぐらい、うれしそ

うだった！その後、人に見せびらかしたりしていたそうだ。そして、私には二つのことを言った。「これを

追悼記事にしたいね」と、「これは一番良いグッドバイ」。 

10 月上旬に父親がライオンキャットになり、旅立った。姉が書いた死亡記事を以下、載せる。ライオンキャ

ットと、心に届くストーリーを描くことができることに感謝をこめて。 

 

Leon Alexander は 1924 年 11 月 11 日にニューヨーク州ブルックリンで生まれた。2020 年

10 月 5 日（現地時間）に家族や友人に囲まれて亡くなりました。95 歳でした。最も良い追悼

はロニーからです(https://www.youtube.com/watch?v=ua0B83WjvK4&t=36s). 

もう少し付け加えます…。 

1943 年、レオンは海軍に徴兵され、フランス、南太平洋、日本で計 3 年間任務した。帰国した

後ブルックリン・カレッジで勉強を継続してからイエールロースクールに入学し、3 年後に首

席で卒業しました。ロースクール在学中にイエールミュージックスクールの学生、グレタ・ロ

ゼンバウムと結婚しました。卒業後、西海岸、サンフランシスコに次いでロサンゼルスへ向か

い、3 人の子どもに恵まれました。設立した法律事務所が栄え、弁護士 15 人ほどの規模となり

ましたが、レオンはそのうちに退職し、仲裁人・仲介者として働くことにしました。2 回目の

結婚も離婚に終わりましたが、離婚後は元のパートナーや彼女の二人の娘と良好な関係を続け

ることができました。 

  人生の最もハッピーな時期は、新しい活動をはじめた時です。ゲイのキャンピング・グルー

プに参加し、ティモシー・ストックスという人生において最大に愛した人と出会いました。彼

らはブリッジ（レオンはそのうちにブロンズ・ライフマスターになる）やワイン・ティーステ

ィングを始めて、そして 30 年間も住んでいたグレンデール市に引っ越ししました。世界のあ

ちらこちらにクルージングもしました。 

  晩年に「For Aged Men」という詩集を出版しました。 

ロビン、ランディ、ロニー・アレキサンダーという 3 人の子ども、キラ・オドとジャナ・オ

デットという二人の義理の娘、ネーサン、グレグというおいの息子とその家族とヘルパーのデ

ビン・ケリーを残した。2021 年秋に追悼式が予定されています。 

The Story of Lioncat ライオンキャットのお話 

 

 

 

 

 

The Story of Lioncat /  

ライオンキャットのお話 

https://www.youtube.com/watch?

v=ua0B83WjvK4&t=36s  

 

https://www.youtube.com/watch?v=ua0B83WjvK4&t=36s
https://www.youtube.com/watch?v=ua0B83WjvK4&t=36s&fbclid=IwAR1QNV1WdUggHR9Tt_cW1z9R222W5uh4bRIBOD5wavSqkoKyQ-Jvr70spOw
https://www.youtube.com/watch?v=ua0B83WjvK4&t=36s
https://www.youtube.com/watch?v=ua0B83WjvK4&t=36s
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よぎにゃん 

＊新しいシリーズとして、いろいろな場所でパンデミックを体

験しているポーポキの友だちに状況を聞くことにしています。今回は、インドネシアの話です。日本語、イ

ンドネシア語、英語の潤に掲載します。 

 

新型コロナウイルス感染拡大中のインドネシア人子どものインタビュー 

1. あなたについて教えてください Ceritakan tentang kamu? Tell me about yourself? 

A: みなさん、こんにちは。私の名前はシファです。私は 9 歳です。私はインドネシアのスンバワ島

に住んでいます。美しいビーチ、山、川がたくさんあるので、私はここに住むのが大好きです。私

は海と川で泳ぐのが大好きです。  

 

Halo semuanya, nama saya Grania Shifa. Aku biasa dipanggil Shifa. Umurku 9 tahun. Aku tinggal di sebuah 

pulau di Indonesia, namanya Sumbawa. Aku suka tinggal disini karena disini banyak seakale pantai, gunung 

dan sungai yang indah. Saya suka berenang di laut dan di sungai.  

 

Hi everyone, my name is Shifa. I am 9 years old girl living on an island in Indonesia called Sumbawa. I love 

living here, because there are a lot of beautiful beaches, mountains and a river. I love swimming in the sea 

and in the river.  

 

2. What do you do during this pandemic time? Apa yang kamu lakukan selama pandemic ini? このパンデ

ミックの時期にあなたは何をしますか？ 

A: このパンデミックのため、私は学校に行けません。政府は学校を閉鎖しました。私は母と一緒に

家で勉強しています。最近、先生の家で少ない人数だったら一緒に勉強することができます。私と

他の 5 人の生徒は、数時間勉強するために先生の家に行きます。少しでも友だちに会えるので嬉し

いです。 

 

Selama pandemic, aku tidak bisa pergi ke sekolah karena sekolah ditutup. Aku belajar dirumah bersama 

Mama. Sekarang, aku dan temanku bisa belajar bersama di rumah Ibu Guru. Aku dan 5 orang temanku pergi 

ke rumah Ibu Guru untuk belajar bersama. Aku sangat senang bis abertemu dengan temanku meskipun hanya 

sebentar.  

 

Due to this pandemic, I can’t go to school. They closed the school. I study at home with my mother. Recently, 

we can study with some friends but in a limited number in our teacher’s home. Another 5 students and I go 

to the teacher’s home for studying for several hours. I am happy because I can meet my friend, even just for 

a while.   
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3. What do you miss the most from school? Apa yang paling kamu rindukan dari sekolah? 学校で一番恋し

いことは何ですか？ 

A: 学校で友達と遊んだり、校庭で走ったり、食堂で食事をしたりするのが恋しいです。 

 

Aku rindu sekali bermain bersama teman-teman di sekolah. Berlarian di halaman sekolah dan makan di 

cafeteria.  

 

I miss playing with my friends in school. Running in the schoolyard, eating at the cafeteria.  

 

4. What is your favourite activity ? Apa kegiatan yang paling kamu senangi? あなたの好きな活動は何です

か？ 

A: 私は海と川で泳ぐのが大好きです。 両親と私はよく海や滝に行きます。父と一緒にテコンドー

の練習も好きです。 

 

Aku suka sekali berenang di laut atau di sungai. Orang tuaku dan aku sering pergi ke pantai atau ke air terjun. 

Aku juga suka berlatih taekwondo bersama ayah.  

 

I love swimming in the sea and river. My parents and I often go to the sea or the waterfall. I also like to 

practice Taekwondo with my father.  

 

5. If the pandemic is over, what do you want to do? Jika pandemic berakhir, apa yang ingin kamu lakukan? 

パンデミックが終わったら、あなたは何をしたいですか？ 

A: ジャワ島の祖母と祖父を訪ねたいです。彼らの家はとても遠いです。祖父母を訪ねるには飛行機

に乗る必要があります 

 

Aku ingin pergi jalan-jalan, menemui nenek dan kakekku di pulau Jawa. Rumah mereka jauh sekali, aku perlu 

naik pesawat untuk berkunjung ke tempat mereka.  

 

I want to go travelling, visiting my grandmother and my grandfather in Java Island. 

Their home is so far. I need to take a plane to visit my grandparents. 
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写真は川で泳ぐシファ  

 

 

 

 

 

 

シファの新しい学校制服 
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Lesson 150 
今月のテーマは、バランスを鍛えましょう！            

 
１．まず、いつものように、美しく座りましょう。 

２．では、立ちましょう。手を広げ、片足で立ち、もう一本の足の膝を曲げて軸足につけま

しょう。そこで 30秒！終わったら、反対の足でしてみてね。  

３．次は、片足立ちを続けながら、方ひじを曲げて、反対の膝を曲げましょう。30 秒キー

プ！反対のひじと膝でもどうぞ！ 

４．最後は、先ほど曲げていたひじと膝を真ん中に持ってきて、クランチ！10 回繰り返し

てから反対側もやってみてね！ 

５．できてもできなくてもがんばりましたね。では、「できたポーズ」をどうぞ！ 

お疲れ様でした。少しリラックスできましたか？毎日、深呼吸・笑・リラックス、そしてポ

ガを最低 3分間練習しましょうね。 

 

 

 

次回のポー会: 11月１8日  Zoom会議 18:30～* 
＊リンクが毎回同じ。必要な方はメールでポーポキに聞いてくださいね 

10.24 「ポーポキと一緒に平和と健康を考える」オンライン・ワークショップ。14:00～。 

    ファシリテーターは、兵庫医療大学のさとにゃん！参加希望者はご連絡ください。 

    詳細は次ページ、申込書はその次のページをご参照ください！ 

 

ポーポキの友だちからのおすすめ 

・核兵器禁止条約関連イベントや広島のイベント！ p.9～10 を参照！ 

 

『りょうくんのすすむみち―学校に行けない君たちへ―』作・絵 かねしろ みゆき、学研 

2019 年。 

大槌町 『生きる証 岩手県大槌町 東日本大震災記録誌』監修:大槌町教育委員会、ほか。

2019.7。 
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ポーポキ通信のバックナンバーhttp://popoki.cruisejapan.com/archives.html 

 アレキサンダー＆桂木 「被災体験後「今」を表現する : 

絵から読み取れる被災ナラティブ」国際協力論集 27(2) 2020.2 pp.17-32.  http://www.lib.kobe-

u.ac.jp/infolib/meta_pub/detail 

 「ポーポキのミニ平和映画祭」｢こくしのまど 52｣『神戸青年・Kobe YMCA News』No.652 2017.7-8 

 ESD Digital Archives, Kansai Council of Organizations for International Exchange http://www.interpeople.or.jp 

 関西国際交流団体協議会の「デジタルアーカイブ（ＷＥＢ版の事例集）にポーポキ！http://www.interpeople.or.jp 

 『平和を考える絵本出版 被災者支援きっかけに』 『神戸新聞』 （貝原加奈 2014.4.25 28 面） 

 ｢ボランティア 37 団体に助成 大和証券福祉財団｣ 『神戸新聞』 （2013.8.23 朝刊 地域経済 8 面） 

 「原爆の熱線で焼き付いたー "人影"再現、非核誓う」 『神戸新聞』 （2013.8.7 朝刊 22 面） 

 ｢被災 秘めた思い描いて｣ 「ひと人抄」 『読売新聞』 （2013.2.16 夕刊 4 面） 

 広岩近広 『安全』『安心』の社会は足元から」、ロニー・アレキサンダーインタビュー  『毎日新聞』 

2012.10.29 (「今、平和を語る」、夕刊、1 面) 

 R. Alexander. “Remembering Hiroshima: Bio-Politics, Popoki and Sensual Expressions of War.” 
International Feminist Journal of Politics. Vol.14:2:202-222, June 2012 

 「ポーポキと一緒につくり出す平和の根底に 9 条がある」NO : 66 2012 年 5 月 12 日［子どもと守る９条の会］   

 「布に希望 60 メートル」 阿久沢悦子 『朝日新聞』 2012.1.21 (兵庫・29 面) 

 ｢平和祈る声まとめ本に｣ 斎藤雅志  『神戸新聞』 2012.1.19  (伝える 1・17 3・11、22 面) 

 K. Wada. “Conversations with Ronni Alexander: The Popoki Peace Project; Popoki, What Color is Peae? 
Popoki, What Color is Friendship?” International Feminist Journal of Politics Vol.13, No.2, 2011, 257-263 

 S. McLaren. “The Art of Healing” (Popoki Friendship Story Project) Kansai Scene. Issue 133, June 2011, p.10. 
kansaiscene.com 

 R. Alexander. (2010) “The Popoki Peace Project: Creating New Spaces for Peace in Demenchonok, E., ed. 
Philosophy after Hiroshima. Cambridge Scholars Publishing, pp.399-418  

 「省窓」 『神戸青年』 No.606 2011.1.2 p.1 

 No.1 ｢『ポーポキ、平和って、なに色？』の背後にあるもの｣ (連載) とさぼりライフ第 19 号 2010.10:4 

 堀越健志「シリーズ：こくさいのまで⑮(パレスチナについて) 『神戸青年』 No.604 2010.9-10 

 「みんなでやれば、何にかが変わる！」 THE YMCA No.607 June 2010, p.1  

 [ ヒ ロ シ マ と 世 界 ：  被 爆 地 の 声  非 核 と 平 和 、 復 興 と 再 生 、 許 し と 命 の 尊 厳 訴 え ] 

http://www.hiroshimapeacemedia.jp/mediacenter/article.php?story=20100312140608602_ja 

 2010.3.15 中国新聞  ヒロシマ平和メディアセンター  

 FM COCOLO 76.5 ‘Heart Lines’ 2010.1.9  Interview: Ronni on Popoki in Palestine 

  “Human Rights, Popoki and Bare Life.” In Factis Pax Journal of Peace Education and Social Justice Vol.3, No.1, 

2009, pp.46-63 (http://www.infactispax.org/journal/) 

 西出郁代 「ポーポキ、平和って、なに色？ﾛﾆｰ･アレキサンダーを迎えて」 『PPSEAWA』（日本汎太平洋東南アジ

ア婦人協会） No.63 2009.12, p.5.  

 「友情」第 2 号 2009.11 伊丹市国際・平和交流協会 年間事業報告 pp.1-2 

 「ともに・・・」 No.29 2010.1 家庭と保育所、学校園、地域を結ぶ在日外国人教育情報誌  ポーポキ・ピース・チャ

ンレジ情報 p.12 

 区民情報誌「なだ」 2009.12, p.2. ポーポキ・ピース・チャレンジ情報。  

 「『ポーポキ、友情って、なに色？』」 「私のいち押し」 奥田光子 THE GAIDAI 2009.7.17 No.243 (関西外大通 

信) 

 「友情って･･･考える絵本」 朝日新聞 ｢生活｣(阿久沢悦子) 2009.7.2 

 「友情を考えて~人間と、ねこと、そして自分と～」 れ組通信  ＲＳＴ/ALN 2009.6.28  Ｎｏ．259, p.11  

 「カティング･エッジ」 第 35 号 2009.6 (北九州市立男女共同参画センター｢ムーブ｣) ｢新刊紹介：『ポーポキ、友

情って、なに色？ポーポキのピース･ブック 2｣（レベッカ･ジェニスン） p.3 

 「猫を通して平和を考える 絵本の第 2 弾を出版」 （斎藤雅志） 神戸新聞 2009.4.21 

 「ポーポキ、平和ってなに色？」 KOBE YMCA NEWS 「神戸青年」 2009.3.1 No.593 ｐ.2 

 「ポーポキ、ゴミってなに色？」 KOBE YMCA NEWS 「神戸青年」 2009.1.1 No. 592 ｐ.２ 

 「友だちになってくれませんか？」 ＲＳＴ／ＡＬＮ 2009.2.22 

 ラジオ番組の中のポーポキ！！！プロジェクト･メンバーの宇留賀佳代子さんがラジオ番組で紹介してくださいま

した。ぜひお聞きくださいね。  http://www.kizzna.fm/ 録音番組。（リンクは現在無効） 

 やさしいから人なんです展パート２０ 実行委員会 『世界人権宣言』 ひょうご部落解放・人権研究所  ２００８．

１０ 500 円。 詳しくは： blrhyg@osk3.3web.ne.jp 

 「KFAW カレッジ ロニー・アレキサンダー氏 講演会」 エイジアン・ブリーズ/Asian Breeze No.54 October 2008, 

p.8 （アジア女性交流・研究フォーラム）  

 「ピースセミナー in 熊本 あなたにとっての「平和」とは？」 Kumamoto YMCA News 10; Vol.437 October 2008, 

p.1 

 神戸新聞 「人権宣言 兵庫から発信 全 30 条 イラストで表現 地元ゆかり 6 名がパネル制作」 2008.10.8. 10 

http://popoki.cruisejapan.com/
mailto:ronniandpopoki@gmail.com
http://popoki.cruisejapan.com/archives.html
http://www.interpeople.or.jp/
http://www.hiroshimapeacemedia.jp/mediacenter/article.php?story=20100312140608602_ja
http://www.infactispax.org/journal/
http://www.kizzna.fm/
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私にとってポーポキ 
 

ろにゃん 

私にとって、ポーポキは太陽です。やさしい雨と虹です。海も山も木々も花も。愛するも

の、大切にするもの、それはみんな、私にとってのポーポキです。 

ポーポキと出会ったのは、神戸大学に赴任してから間もない頃でした。ランニングしてい

たら、小さな公園のごみ箱から子ねこの鳴き声が聞こえました。見てみたら、片手に乗るほ

どの小さな小さな子ねこが一匹ゴミに埋もれて泣いていました。ポーポキと私の暮らしはそ

こから始まりました。 

 私は寂しがりやで、その当時は本当に寂しかったです。職場においては孤立しているよう

に感じていました。女性、外国人、私立大学出身ということをはじめ、同じ講座の先生方と

年齢が離れていて、共通の話題を探すことがなかなかできませんでした。新しい環境に相談

できる先輩がいないまま、精一杯頑張っていました。そのためか、私も周りの皆さんもお互

いにどうアプローチしたら良いかがわかりませんでした。 

そこにポーポキが登場しました。ポーポキは、あまりにも小さかったので、朝はポケット

に入れて出勤しました。それまでは話し相手がいなかった私には、「かわいい！」「ねこち

ゃん、元気？」「名前は？」と声をかけてくれる人が増えてきました。相談はポーポキに聞

くことになりました。ポーポキはすぐに私の欠かせない相棒になりました。 

ポーポキは決して平和的なねこではありませんでした。でも、彼は私を愛していて、私のた

めならかなり我慢してくれる子でした。病気で 4 か月間も入院していたときは待ってくれ

たし、阪神大震災のときは一緒に被災し、一緒に神戸を離れ、一緒に帰ってきました。15 歳

で亡くなったときは、私の腕の中でした。 

ポーポキが亡くなった三日後、春一番が吹く良いお天気の日に三宮に向かって歩きながら、

ベランダで風のにおいをかぐポーポキを思い出したりしていました。その時に思いついたの

です。「平和って、なに色？」など、平和活動で使っていた問いかけをポーポキの生活に合

わせると、面白い絵本ができるかもしれない、と。 

 ポーポキ・ピース・プロジェクトを立ち上げてから 15 年が経とうとしています。数々の

平和ワークショップをし、東日本大震災をきっかけにポーポキ友情物語活動が生まれ、新型

コロナウイルスの拡大で、ポーポキのマスクギャラリー活動が始まりました。ポーポキは私

の平和活動だけではなく、研究や教育活動の主人公になりました。 

 私にとってのポーポキとはなんでしょう。沈んだときや寂しいときに静かにそばに座って

くれる存在。自然に笑わせてくれる存在。希望を与えてくれる存在。自分を信じる力を与え

てくれる存在。今日は平和でないにしても、明日は平和になるかもしれない。明日に向かっ

て歩く存在。そして、みんなのためにもいる存在。 
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ポーポキ･ピース･プロジェクトは、『ポーポキ、平和って、なに色？ポー

ポキのピース・ブック１』（エピック、２００７年）、『ポーポキ、友情って、な

に色？ポーポキのピース・ブック２』（エピック、２００９年）、『ポーポキ、

元気って、なに色？ポーポキのピース・ブック 3』を題材に、全身で平和

の意味を探り、一人ひとりの「発見」を平和の創造に役立てようとする

小さな平和活動団体です。また、2011 年に起こった東日本大震災をき

っかけに活動をしており、『ポーポキ友情物語 東日本大震災で生まれた私たちの平和の

旅』という本を 2012 年 1 月に発行しました。２００６年に設立されて以来、日本国内外で幅

広く平和のためのワークショップなどの開催を続けてきました。活動の資金はすべて本の

売上や寄付によって行っています。 

 これからも平和を考えるためのピース･ワークショップ、読み聞かせ、ピースキャンプ参

加、ポーポキのピース・ブックの翻訳（『ピース・ブック１』は既に１０ヵ国語に翻訳されてい

る）、『ポーポキのピース･ブック３』の執筆などの活動を中心に活動を続ける予定です。定

期例会「ポー会」を月に一度のペースで開催しています。一緒に活動なさりたい方はぜひ

ご参加ください。（ポー会の開催については、ポーポキ通信の「ご一緒にどうぞ」の欄をご

参照されたい。） 

 また、こういった活動に対してのご協力、ご支援をぜひお願いいたいと存じます。本の購

入・寄付・本についてのコメント、感想、注文などについては、popokipeace@gmail.com

へ お問い合わせください。 

なお、本についての問い合わせや注文は、お近くの書店、アマゾン、あるいはエピック

（TEL: 078-241-7561･FAX: 078-241-1918）へどうぞ。 

 

 

ポーポキ・ピース・プロジェクト popokipeace(at)gmail.com 

http://popoki.cruisejapan.com 

郵便振替口座番号 ００９２０－４－２８０３５０  

ゆうちょ銀行 店番０９９ 店名０９９店 当座 口座番号０２８０３５０ 

口座名  ポーポキ・ピース・プロジェクト神戸 

 

ポーポキ平和募金は一口 1500 円 何口でも結構です。 
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